
（様式１）

評価対象 評価項目 具体的数値項目 自己評価
外部アン
ケート等

改　善　策 自己評価
外部アン
ケート等

改　善　策

① 特色ある教育活動に積極的に取
り組んでいる生徒が75％以上であ
る。

・食の教室やクラスマッチなど特色ある行事等
の特別活動と部活動を充実させ、生徒の諸活動
の活性化を推進する。社会人や卒業生による講
演会を企画し、定時制と社会の結び付きや進路
意識や職業観の育成の重要制の理解を促す。

Ａ Ａ

本校の特色ある教育活動に積極的に取り
組む生徒が88％であった。昨年度の同時
期より6％下がった。コロナ禍で制限もあ
るが、感染症対策を徹底するとともに工
夫を重ねて、今後も行事、特別活動の活
性化を図りたい。

Ａ Ａ

本校の特色ある教育活動に積極的に取り組ん
でいる生徒は97％であった。第１回より９％
上がった。コロナ禍において中止にせざるを
得なかった行事もあるが、生徒自身が検討、
工夫をして行事等に取り組めるように今後も
指導を継続していきたい。

② 自分の学校が好きだと感じてい
る生徒が80％以上である。

・学級活動、学校行事、部活動に積極的
に取り組む生徒が自己有用感を感じるこ
とが多いため、本校の五常の教えを踏ま
え、継続して生徒の主体性を大切にする
教育活動を推進していく。

Ａ Ａ

自分の学校が好きだと回答した生徒が
86％であった。昨年度の同時期より2％下
降した。生徒会活動、部活動、学校行事
など、あらゆる活動への参加を通して、
更に生徒の自己有用感を高めていきた
い。

Ａ Ａ

第1回と同様に自分の学校が好きだと回答し
た生徒は86％であった。思うように諸活動に
取り組めない状況においてやむを得ない部分
もあるが、非常時にこそ、生徒の主体性を大
切にする教育活動を充実させたい。

③ 三修制を利用して、95％以上の
生徒が３年間で卒業している。

・三修制は本校の大きな特徴であり、説明会等
を通して、生徒・保護者の理解を促す。また、
学校に軸足を置いた生活習慣の確立を継続的に
指導し、保護者とも協力しながら長欠者・退学
者を出さない環境づくりに努める。

Ｂ

昨年度からの継続も含めて、通信科目の
履修停止生徒が２名いる。引き続き、保
護者と連携を図りながら、生徒の生活を
規則正しいものにしていき、三修制選択
生徒が三年間で卒業できるよう指導をし
ていく。

Ｂ

通信科目の履修停止生徒が、昨年度からの継
続２名に加えて、３名増えて計５名となっ
た。通信科目の履修については安定して登校
することが最も重要な条件になる。家庭と連
携しながら長欠者を出さない指導がより一層
求められる。

２ 生徒の実態に応
じた指導を行ってい
ますか。

④ 「授業がわかりやすく、授業に
よって学力が身についている」と
思う生徒が70％以上である。

・知識や思考力の基礎基本の定着を最優先課題
としてステップアップサポート事業等の授業改
善に組織的に取り組む。また、授業外の個別指
導や長期休暇中の補習を充実させ、生徒の個性
や個別の状況に適した指導を進める。 Ａ Ａ

授業がわかりやすく、学力が身について
いると回答した生徒が89％であった。昨
年度にはなかった「学力が身についてい
る」という質問が付け加わったが、昨年
度の同時期より6％上がった。コロナ禍で
制限もあるなか、教材の工夫、ICTの活
用、個別指導など、更に工夫を重ねてい
きたい。

Ａ Ａ

授業がわかりやすく、学力が身について
いると回答した生徒が97％であり、第1
回より８％上がった。ICTの活用の満足
度も97.7％と高く、授業者の工夫が生徒
の満足度に結びついている。今後はタブ
レットの活用を更に推進していきたい。

３ 生徒は確かな学
力を身に付けていま
すか。

⑤ 成績不振者は全生徒の５％以下
である。

・保護者との面談も実施しながら家庭で
の協力を仰ぎ、生徒には個別指導や補習
を通して、生徒一人一人の実態に応じた
丁寧な指導を継続する。

Ｂ Ｂ

1学期は成績不振科目を有する生徒が２
名、出てしまった。保護者と連携しなが
ら、丁寧な指導を継続し、生徒全員の進
級・卒業を実現したい。

Ｂ Ｂ

２学期は成績不振科目を有する生徒が５名と
なってしまった。成績不振と欠席の多さは連
動しているので、今後も保護者と連携を図
り、生徒全員の卒業を目指したい。

⑥ 生徒に関する情報交換を週１回
以上実施している。

・組織的な対応を前提として、情報交換
による共通理解が日常的に行われる、風
通しの良い職場環境をより一層整備して
いく。

Ａ

始業の打ち合わせや職員会議だけで
なく、日常的に職員間で情報交換を
し、更なる生徒の現状把握に努めて
いきたい。

Ａ

毎日の職員打ち合わせだけでなく、生徒
の個人情報に配慮しながら、日常的に情
報交換、情報共有に努めている。今後も
継続していきたい。

⑦ 生徒会活動が充実していると評
価する生徒が75％以上である。

・クラスマッチ、食の教室、校内発
表会等を中心に、生徒会役員と全校
生徒による主体的な生徒会活動が行
われるよう、継続的に指導してい
く。

Ｂ Ｂ

生徒会活動に積極的に取り組んでい
ると回答した生徒は72％であり、昨
年度の同時期より4％下がった。コロ
ナ禍で臨時休業や分散登校が実施さ
れたことも要因の一つである。２学
期以降は行事の充実を図りたい。

Ａ Ａ

生徒会活動に積極的に取り組んでいると
回答した生徒は82％であり、第１回より
10％上がった。生徒を主体とした行事の
見直しや代替案の実施に取り組んだ結果
である。今後も生徒の主体的な活動を支
援していきたい。

５　学校はいじめの
防止や早期発見に向
けた取組を積極的に
行っていますか。

⑧ いじめの発生防止に努め、いじ
めの解消率が100％である。

・定期的ないじめアンケートのみなら
ず、普段から教職員一人一人が生徒をよ
く観察し、組織として情報を共有するこ
とで、早期発見・早期対応に努め、本校
の五常の教えを踏まえて、いじめの未然
防止と解決に努める。

Ａ Ａ

1学期はいじめが確認されなかった。社会
的にSNS上の誹謗中傷が問題視されている
こともあり、定期的ないじめアンケート
とは別に独自のSNSのアンケートもおこ
なった。いじめの事実は確認されなかっ
たが、今後もあらゆる可能性を想定し
て、早期発見・早期対応に努めたい。

Ｂ Ｂ

２学期はいじめの認知が１件あった。生
徒・保護者の思いに耳を傾け、寄り添う
姿勢を最も大切にした。教職員全体で組
織的に対応していじめの解消に向けて取
り組んでいる。今後も生徒・保護者の思
いに寄り添いながら、継続して組織的に
丁寧に対応していきたい。

６ 生徒は健康で、
規則正しい学校生活
を送っていますか。

⑨ 欠席、遅刻者数は、定時制課程
としては極めて低い状態。全生徒
数の５％以下である。

・基本的生活習慣の確立に向けて遅刻・
欠席・早退を減らす指導を、家庭の協力
を得ながら継続していく。スクールカン
セラー制度も必要に応じて積極的に活用
し、外部機関との連携も重視する。

Ａ Ａ

1学期は欠席率4.0％、遅刻率0.5％であっ
た。昨年度の同時期と比べ、欠席率が
0.6％、遅刻率が1.8％下がった。欠席が
20日を超えている生徒もいるので、家庭
と連携し、指導を継続していきたい。

Ｂ Ｂ

２学期は欠席率9.0％、遅刻率2.0％であっ
た。１学期と比べ、欠席率が5.0％、遅刻率
が1.5％上がった。欠席の多い生徒に関して
は、担任を中心に丁寧な対応を継続してきた
が、今後も組織的かつ丁寧な対応を継続して
いきたい。

⑩ 進路通信等を年６回以上発行す
る。

・１学年から進路意識の向上・職業観の
育成のための組織的・計画的な指導を実
施する。進路通信「船出」を計画的に発
行し、卒業生や社会人講師の活用など外
部との連携も継続していく。

Ａ

1学期段階で既に４回発行した。上級学校
の奨学金の拡大や就学支援金の充実、就
職に関する情報などを掲載した。今後も
時宜にかなった情報を発信していきた
い。

Ａ

進路通信「船出」に関しては、今後も今年度
の就職・進学の傾向と来年度への展望等に関
する内容で年度末までにあと２回発行予定で
ある。コロナ禍ではあったが、地域で活躍す
る社会人の方をお招きし、キャリア形成につ
いて学ぶことができた。

⑪ 家庭での話し合いを促し、生徒
の将来の志望について理解してい
る保護者が65％以上である。

・学校からの配布物が保護者に渡る
ように連絡を徹底するとともに、面
談等を通して進路に関する家庭内で
の話し合いを促す。生徒と保護者が
同じ視線で進路を見つめることがで
きるように支援をしていく。

Ａ Ａ

保護者に理解されていると回答した生徒
は72％であり、生徒を理解していると回
答した保護者は84％であった。昨年度の
同時期よりも生徒5%、保護者13%上昇して
いる。相互の理解度が更に上がるように
今後も面談や情報提供を継続し、家庭で
の話し合いを促したい。

Ａ Ａ

保護者に理解されていると回答した生徒は
73％、生徒を理解していると回答した保護者
は80％であった。第１回と比較すると、ほぼ
変わらない数値である。今後も生徒と保護者
の理解度の差を埋めて、相互理解が深まるよ
う面談等を継続していきたい。

８ 生徒は自らの進
路について真剣に考
え、その実現に向け
て取り組んでいます
か。

⑫ 好ましい職業観を育成するよ
う、在学中に就業体験をした生徒
が80％以上である。

・勤労青年の学びの場としての定時制の理念に
基づき、ハローワークなど外部機関との連携を
図りながら、生徒の社会性や自己肯定感育成の
ためにも、引き続き就業体験を支援する。アル
バイトだけでなく、インターンシップの活用も
検討する。

Ｂ Ｂ

アルバイトを含めた在学中の就業経験者
は72％であった。１年生は昨年度と同様
に、入学直後ということもあり、半数が
就業未経験者である。今後は生徒・保護
者の意志を尊重しながら、就業体験を促
すよう指導していきたい。

Ａ Ａ

アルバイトを含めた在学中の就業経験者
は83％であった。感染症流行の社会状況
等もあり、就業経験者の割合は昨年度よ
りも低い。在校生に関しては、卒業まで
の就業体験を社会状況を踏まえながら指
導していきたい。

⑬ 学校便り等（５：３０新聞及び
５：３０新聞ミニを含む）を月２
回程度発行する。

・今年度も年２回の５：３０新聞、毎月
の５：３０新聞ミニの発行を継続する。
生徒、保護者、外部に向けて情報発信を
積極的に行い、広報を継続する。

Ａ Ａ

5:30新聞ミニや保健だより、学級通
信等で学校からの情報発信を積極的
におこなっている。保護者の満足度
は75％であった。

Ａ Ａ

5:30新聞、5:30新聞ミニ、保健だより、
学級通信の発行を継続的におこない、保
護者の満足度も83％であった。今後も継
続していきたい。

⑭ ホームページの更新を毎月実施
する。

・全日制と連携しながら、定時制のホー
ムページを適宜更新し、より一層の情報
発信に努める。また、必要に応じてＨＰ
のレイアウトなどを工夫し、より見やす
い工夫をしていく。

Ａ

毎月の5:30新聞ミニのHP掲載や毎週
更新を原則としている定時制のブロ
グ「笑顔の5:30」により、授業や行
事等、学校生活の様子をわかりやす
く発信している。

Ａ

毎月の5:30新聞ミニのHP掲載やほ
ぼ毎日更新している定時制のブロ
グ「笑顔の5:30」を継続しておこ
なった。今後も情報発信を継続し
ておこないたい。

⑮ 保護者面談の他、公開授業を年
２回以上行う。

・保護者面談、公開授業、学校見学の随
時受入を継続して行う。沼高定時制の広
報に努め、中学校訪問も随時実施してい
く。

Ａ Ａ

6月に保護者面談及び三者面
談、保護者限定の公開授業を実
施した。11月に予定している公
開授業日は感染症の状況を踏ま
えて判断したい。

Ａ Ａ

11月の公開授業も感染症予防対策を徹底
して実施した。中学生、中学教員、本校
保護者の計９名の参加があった。中学校
の説明会にも全日制とともに参加した。

１ 特色ある教育活
動を行っています
か。

７ 自己の生き方を
考え、主体的な進路
選択ができるよう、
計画的な指導を行っ
ていますか。

９ 家庭、地域社会
に積極的に情報発信
をしていますか。

Ⅰ  特色ある学
校づくりに努め
ていますか。

Ⅱ  生徒の意欲
的な学習活動に
ついて適切な指
導をしています
か。

Ⅲ  生徒の充実
した学校生活に
ついて適切な指
導をしています
か。

Ⅳ  生徒の主体
的な進路選択に
ついて適切な指
導をしています
か。

Ⅴ　開かれた学
校づくりに努め
ていますか。

４ 組織的・継続的
な指導を行っていま
すか。

羅　　　針　　　盤 第１回　点検・評価 第２回　点検・評価
方　　策
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